


















































































ゆりかご﹄ ︵角川書店、一九九七・二︶といった初期の作品において、柳美里が他者という言葉を多用していることに起因すると考えられる。 ﹃ゴールドラッシュ﹄でも他者が重要なキーワードになっている。以下で、 における他者について検討しよう。
他者をめぐって最も注目されるのは次の箇所である。父殺害後、会












する。一見響子と﹁結び合う﹂ことが成立したようだが、響子が自首をす めるのは、 ﹁もし少年が自首すれば、彼が少年院に入っ い数年間は張り詰めた日々を生きることが きる気がする﹂という﹁ざ
らついた利己心﹂によるものであったことには注意を要する。響子の提案は、少年が響子に求めたような他者との﹁結び合﹂いではなく、少年の他者への希求を折る、利己的なものなのである。
このように﹃ゴールドラッシュ﹄では、登場人物が誰かと他者とし




﹁私﹂に利用される他者は存在しないからだ。 ﹃ゴールドラッシュ﹄には、先行研究で指摘され きたような、突出し 差異を持つ他者を消費的あるいは暴力的に表象する方法はみられないといえる。
それは、ウィリアム病を抱える幸樹の視点からも確認できる。 ﹁幸
樹は弟に頼るしかないということは理解していたが 弟に尻を押されて高いところにのぼっても、 つ手を離されるかわか ないと うこともまた理解していた﹂とあるように 内面が語られる と よって幸樹は、少年の独善性と残酷さを暴く存在となっ い 。かつての柳美里作品において、心身 障害を抱えた人物たちは、 ﹁私﹂に一方的に表象される存在であった。幸樹もこの人物たちと同じ系譜 あ といえるが、受動的な位置に置かれるのみでは のである。
柳美里の民族的アイデンティティよりも、常に優先的な問題とされ



































に民族を見出すという図式が読みこまれてきた。西田りかは、 ﹁柳美里にとって在日韓国人二世としての問題が 家庭︵崩壊︶の問題と分かちがたく結びついており、そしてどちらかというと 家族の問題方が表に現れていた﹂と述
べ(
、金壎我は﹁家族を追求することから現
代社会とコミットすることを可能 し 柳は、またその家族 物語ら民族について考えるようになった﹂ 指摘
し)
、榎本正樹も﹁在日韓












逃げるべきか、このままにらみ合うべきか、でもこいつはお の息子だ、跡とりだ 落ち着きをとりもどし、息子をなだめすかそうと大きく息を吸ったが、目の前 いるのはいままで見たないまったくの他人だ 。
殺人シーンは主に少年の視点から語られるが、少年が﹁ためらうこ





ごっこ﹂ か映らな が、それ も少年は父親 凌駕する経営者になろうと努める。しかし林ら従業員が反発したことによって、経営者としての立場はすぐに危機的 状況を迎え、金本に助けを求めることになる。
金本の家で少年は、金本に﹁ぼくのパパになってください﹂と懇願
する。それは﹁ふいに言葉が口からこぼれ、少年は自分でもなにをいったのかわからなかった﹂ 語られるように、少年にとって内的必然性を持ったもので い。だがこ で少年が、他 ぬ父親としての役割を金本に求めている点は重要である。金本との親子関係は、縁関係のない疑似的な あり、父・英知が重視 いた 血縁媒介にした親子関係と好対照をなすからだ。この関係は前節でみたように、 ﹁他者﹂として関係を持ちた とする金本と ずれによって成立しない。血 に依拠しない親子関係も、 ﹃ゴールドラッシュ﹄では成立しないのである。
少年は経営者になろうとするのと同様に、家長としても振る舞おう
















































は﹁男たちの歌声は黄金町 路地 すみずみにまで染みとおったが、その歌がアリランだということ にはわからなかった﹂と う一文が挿入されている。ここでも再び、 が自身の民族的出自を知らないことが強調されている。
知らないことを強調することは、いつか知る未来への伏線でもあろ
うが、ここで注目したいのは、少年の出自が意図的に空白として語られていることである。 れ 少年の名前 表記とも呼応している。少年の名前は﹁弓長かずき﹂である 、下の名前は平仮 で み表記される。少年の祖父﹁英彰﹂の名は、漢字を朝鮮語で読んだ音を老婆が口にす ことによって 在日朝鮮人の名前であること 明ら になったが、少年の﹁かずき﹂という名は、そのように読むことができない。名前が平仮名でしか表記されな 以上、彼は朝鮮語 名前を獲得することができないの ある。先述したよ に の表記につい 井口時男は戸籍の回避と論じていたが︵注二三参照︶ 記はむしろ、少年に民族名という選択肢を与えないもの のである。
では、 ﹃ゴールドラッシュ﹄において、少年が出自を知らないこと
が強調されていることは、柳美里文学においてどのような意味を持つだろうか。この点は、 れまでの柳美里文学との大きな違いである。これまでの作品において出自は、自明のこととされるか︵ ﹃石に泳ぐ魚﹄や﹃向日葵の柩﹄ ︶ 、もしく まったく触れら な った︵ ﹁フルハウス﹂ ﹁家族シネマ﹂ 。以下で これらの作品と﹃ゴールドラッシュ﹄の違いをより明確にしていこう。
これまでの在日朝鮮人の登場人物が出てくる作品においては、言語
の葛藤が主に描かれるか、文化を異にする とによる違和感がクローズアップされていた。例えば では ﹁あなたは私を愛していますか？﹂と う朝鮮語が 主人公 栄
ヨンミン
敏には﹁サランラップ












略︶ ﹁クォーターだもの。妙なコンプレックスがあるのよね、ストレートじゃないから﹂／﹁ストレートっていうの。私なんかのこと﹂／﹁いわないの な。ロックかも。 ﹂ゆきのはグラスを突き出して乾杯しようとした。握った筈のグラスが手から辷り、落ちた。
﹁ストレート﹂である﹁私﹂が抱く、ゆきのの親しげな告白に対する拒否感は、滑り落ち砕け散るグラスが象徴している。のちに﹁私﹂はゆきのと韓国へ行くが、韓国の文化に親近感を示し拙いながらも朝鮮語を話すゆきのに対する﹁私﹂の軽蔑は強まっていく。ゆきのの軽率さあるいは純朴さを﹁私﹂が侮蔑的に語 ことによって、さらに韓国への嫌悪感 隠さないことによって 日本人にも﹁韓国人﹂にもなじめない﹁私﹂の立場は際立つ。この立場は﹁私﹂ 苦悩を与えるものというよりも、 ﹁私﹂の特殊性 浮かび上 らせるための装置なのである。こういった例にみられるように、在日朝鮮人という出自は、プロ





かたちで示されている点である。 ﹃ゴールドラッシュ﹄が、他者や家族の関係性が破綻し続け 物語であることはこれまで論じ きた通りだが、他者や家族といった物語の主なテーマ 、出自のあり方はほとんど関連性を持 ない。少年の民族的出自に加え を少年が知らないことも、物語の大きな流れ はなんら影響しないのである。したがって、 れまでの作品にお て他者や家 と不可分の関係に とされ、さらにそ らの後景に置かれ た民族 、こ らと切り離されているといえる。﹃ゴールドラッシュ﹄において、他者と家族の関係形成が失敗する様相は、少年と金本との関係に集約的にみられた 金本 他者 して少年と結び合おう し 少年は疑似的な父親 なるこ を金本に求めていたのであった。この失敗が金本と少年 関係 おいて起きることに、重要な意味が見出されねばなら響子は、少年が少年院に入っている間、自分がパチンコ店の経営を














が何人かの人物に仮託されている である。ここでは詳細な検討は割愛するが、 ﹁酒鬼薔薇事件﹂について論じ エッセイ集﹃仮面の国﹄ ︵新潮社、一九九八・四︶における柳美里の子供観や殺人観は金本や響子に、そして学校観は少年に反映されている。
三人称多視点は﹁少年倶楽部﹂ ︵ ﹃文學界﹄一九九六・五︶で初め
て採用され ﹁潮合い﹂ ︵ ﹃小説トリッパー﹄一九九六・一二︶ 、 ﹁タイル﹂ ︵ ﹃文學界﹄一九九七・九︶にも引き継がれた。三人称 書かれた作品は、 ﹁潮合い﹂より先に発表された﹁真夏﹂ ︵ ﹃リテレール﹄














目に見えない圧力﹂ ︵六〇頁︶が構成されていると指摘している。ならば、少年が知らない を強調することによって問題の所在を示す手法は、語ることに対す 圧力 顕在化させるものでもあろう。さらに、民族をめぐ 空白は、 ﹁在日を描く とは必ず、特別 徴のついた﹁問題﹂と化してしまう﹂ ︵一九九頁︶こ を暗示する。つまり﹁伏字的死角﹂は、在日という記号が不可避的に持つ有標性と、有標 あるがゆえに語ることを抑圧す 力学を示 ものなの あ 。
内藤の指摘をふまえれば、 ﹃ゴールドラッシュ﹄もまた、在日とい









































































い―ドストエフスキー 、フォー クナー を目指して―﹂ ﹃文學界﹄一九九七・三︶や、韓国での記者会見における発言︵ ﹃朝日新聞﹄朝刊、一九九七・三 二七︶や、姜誠﹁あえて﹁居心地が悪い﹂人生を選ぶ
二七

















































































































うした場所は伏字のみならず、テクストに残された読解困難な言葉や語りなどにも当て まる。 ﹁小説にしかけられた明白な空白は、言説上の効果と て考えるなら、伏字と同じ論理によってい は明らか﹂︵一一四頁︶なのである。
　
j
　
 前掲林浩治論文。
　
k
　
 前掲茂田真理子論文。
??　
本文引用は、 ﹃ゴールドラッシュ﹄ ︵新潮社、一九九八・
一一︶に拠った。
なお本稿は、全国大学国語国文学会第一一〇回大会︵二〇一四年一一月九日、於弘前大学︶での発表﹁コミュニケーションとしての殺人―柳美里﹃ゴールドラッシュ﹄論―﹂をもとにしたものである。ご指導を賜った先生方に厚く御礼申し上げる。
